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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
レクリエーションとはQOLの向上、自立支援等を狙いとしている。しかし、当施設の現状は当日の内容を十分に説明せずに行ったり、対象者選びをスタッフ本位で行い、偏ったレクリエーションになっている。今回参加する対象者をグループ分けし,結果をここに報告する

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
期間：平成17年6月6日～平成17年10月6日　対象者：当施設入所者34名　　　　　　　①入所者を廃用症候群・脳卒中・認知症モデルの3グル-プに分け障害自立度・認知症老人の自立度を考慮し、１グループ１０名程度で７グループに分類　②参加者にレクリエーションの目的・方法を説明　③集団レクリエーション記録用紙に記入

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・小人数になったことにより全体に目が行き届くようになった。拒否された方は、「興味がない」「TVをみているほうが楽しい」等の理由で参加されなかった。また、自分の参加日だと理解し参加される対象者もみられた。評価点数が全体的に低下したがレクリエーションを提供する際、対象者が自らリードを取り司会進行する場面もみられた。　

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回、担当者の関わり方を変えた事で入所者の自発的なレクリーエーション参加があったと考えられ、拒否された方は、生活史を配慮しなかった為、内容を検討する必要がある。評価点数の低下については、評価基準が不適切であると考え、評価表の基準を改善する必要がある。　

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今までの、レクリーエーションがどれだけスタッフ本位であったか、今回評価したことで分かった。今後も定期的な評価を行い個々の生活史を考慮しながら利用者に寄り添ったレクリエーションの提供を目指したい。
